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少年柔道における教育的意義および
普及に関する考察
A Study on the Educational Significance and 
Spread of Boys' judo
野　瀬　英　豪１・野　瀬　清　喜２
Ⅰ．緒言
　現在、小学校の柔道は町道場をはじめ、地域の柔道教室やスポーツ少年
団など各地で行われている。だが、小学校の体育授業では、武道・柔道の
指導は行われていないという現状にある。
　学校における武道の授業は、平成元年に「格技」から「武道｣ へ、名称
を変更し、選択履修として行われている。さらに、平成18年には、教育基
本法に「伝統と文化の尊重」が盛り込まれ、「触れてみて良さがはじめて分
かる」、「我が国固有の伝統の文化に、より一層触れることができる」とい
う狙いが示された。この教育基本法の狙いを受けて、平成20年より、中学
校体育において武道が平成24年から必修化されたのである。
　一方、社会環境や生活様式の変化が子どもたちに様々な影響を与えてお
り、規範意識の低下や礼儀背作法の低下など社会性の欠如が問題になって
いる。また、運動についての意識も、積極的に運動を行う子どもとそうで
ない子どもに二極化しており、体力の低下の問題も深刻である。
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　そうした状況のなか、小学生においても柔道を通した教育は非常に有意
義なことであろう。実際に、平成18年から文部科学省により、小学校の体
育授業に武道を導入の可能性を探ることを目的とした「小学校における武
道指導実践事業」も展開されている。
　しかし残念ながら、小学校の授業への導入は武道の危険性や場所、用具
の費用の問題もあり、難しいといえるかもしれない。だからといって、最
も感受性が豊かな小学生の時期に「柔道」を修練するという体験を逃して
しまうのはとても惜しいことだといえる。
　このような見解から、筆者は地域の小学生を対象とする「さいたまＫＩ
ＤＳ柔道」という柔道教室を開校したり、全日本柔道連盟の教育普及委員
会に参加し、講習会など少年柔道の指導を積極的に行っている。小学生を
対象として柔道を普及させるためには、学校以外での活動として、柔道を
行う場所を作っていくことが必要なのだ。
　本研究は、筆者が行った柔道教室や講習会での実践研究の分析、および
過去の文献調査を行い、少年柔道の必要性、子どもに与える意義を考究す
るものである。また、少年柔道の抱える問題点を明らかにし、今後の課題
について検討していきたい。それによって、更なる少年柔道の教育的な普
及や発展の一助となることを望んでいる。
Ⅱ．研究方法
　本研究では、少年柔道の教育的な指導および普及という観点から、以下
の項目に分類し、考察するものである。
１．現代の子どもにおける問題と原因を探ることにより、柔道の必要性
を見出す。
２．少年柔道の実践指導や事例を通して、子どもに与える教育的な意義
を考究する。
３．少年柔道の現状と問題点を明らかにし、今後の普及に関する課題を
検討する。
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Ⅲ．考察
１．現代の子どもに関する問題
（１）子どもの体力の現状
　文部科学省が実地した「平成19年度、体力・運動能力調査」によると、
子どもの体力・運動能力は、昭和60年ごろから現在まで低下傾向が続き、
その数値を30年前と現在の子どもを比較しても、ほとんどの項目で下回っ
ている。だが一方で、身長や体重などの体格は「学校保健統計調査」の結
果をみると、30年前の数値を上回っている。（表１）
　体格が向上しているにもかかわらず、現在の子どもは体力・運動能力が
低下していることが分かる。この調査結果を、東京大学名誉教授である宮
下充正氏は、発育期のネズミの実験を用いて次のような見解を述べている。
　「発育期のネズミを使った実験によると、継続して運動をさせたネズミ
は小さくて筋肉質に育つが、運動しないネズミはからだが大きくなるとい
う。昔の子どもに比べ、最近の子どもはからだこそ大きいけれど体質的に
は、ひ弱になっている事実は、このネズミの実験とよく似ているのではな
いだろうか。」１）
　確かに、最近ではがっちりとした体型ではなくスリムな体型をした子ど
もが増えたように思える。体格が良くなっても、それに見合った体力がな
いことが運動能力の低下につながっているともいえる。
　具体的な事例として、最近の子どもたちはまっすぐ歩けなかったり、走れ
なかったり、跳び箱などの走る種目を行っても蛇行してしまうことが挙げ
られる。また、転びやすい、高い所から飛び降りることができないといっ
たケースもあるという。
　これらは運動能力だけでなく、身体能力も低下しているという深刻な状
況といえる。子どもの体力の低下は、将来的に国民全体の体力低下につな
がり、生活習慣病の増加やストレスに対する抵抗力の低下を引き起こす可
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能性もあり、社会全体の活力を失いかねない重大な問題である。
（２）子どもの体力低下の原因
　財団法人・日本レクリエーション協会は、子どもの運動不足の直接的な
原因について次の３つを挙げている。
①学校や学習活動や室内遊び時間の増加による、外遊びやスポーツ活動
時間の減少
②空き地や生活道路といった子ども達の手軽な遊び場の現象
③少子化や、学校外の学習活動などによる仲間の減少２）
　現在では、多くの子どもが塾通いをしていることもあり、体を動かす機
会は確実に失われている。さらに、核家族化の進行によって、一緒に体を
動かす仲間も減っているのである。学校に行けば仲間はいるが、家に帰れ
ばテレビゲームやインターネットということも多いのだろう。そして、都
心部では昔のように広場や原っぱなど屋外でからだを動かすスペースもほ
とんどないのが現実である。
　実際に、文部科学省が行った「週３回以上、運動やスポーツを実施する
子どもの割合の比較」という調査でも、30年前と現代の子どもではその数
値が低下している。（表２）スポーツを親しむ環境を作っていくことは、こ
うした状況を改善し、子どもの運動不足を防ぐ方法なのである。それと同
時に、保護者をはじめとする大人が子どもたちを取り巻く環境を十分に理
解し、積極的にからだを動かす機会を与えていく必要がある。
　子どもの体力低下の原因は子どもを取り巻く環境にあり、「時間、空間、
仲間」を失ったことにある。子どもの体力を取り戻すためにこの「３つの
間」を取り戻し、スポーツや運動を楽しむ習慣をつくることが重要といえ
る。
（３）家庭や地域における教育力の低下
　かつて子どもは、家庭でのしつけや地域社会における多くの人々との関
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わりを通じて、育てられるものであった。子どもたちはそのなかで、様々
な経験から社会で生きていくための資質や能力の自然と身に付けていった
のである。
　しかし、現代では子どもを取り巻く環境が変化し、社会性を学ぶという
経験が欠落しているように思える。地域での交流も減少し、誤った行動を
した子どもを近所の大人が叱るという光景もなくなってきているのであろ
う。また、近年の家庭教育では、知的能力の育成に力を注ぎ、社会的能力
を軽視している傾向も感じる。
　このように、家庭や地域おける教育力の低下に伴い、子どもたちは身近
な場所から適切な社会的行動を学ぶ機会が大幅に減ってきている。そうし
た背景から、現代の子どもたちの体力を取り戻し、心豊かな人間性を育成
すべく教育が重要なのである。だからこそ、心と体を鍛え、子どもの成長
過程に適した育成ができる少年柔道の指導を推奨したい。次章では、柔道
の指導が子どもに与える効果を考究し、少年柔道の教育的意義について述
べていきたい。
　
２．少年柔道の教育的意義
（１）運動能力の向上
　前述したとおり、社会の変化に伴い、子どもたちの体力・運動能力は
年々、低下してきている。それは私が柔道教室で指導を行っていても、「自
分が子どもの頃はできたようなことが、今の子はできない」という印象を
受ける。特に、体のバランスを整えながら、コントロールするような運動
は苦手な子が多い。
　前章でも紹介した宮下氏の研究によると、「６歳～ 12歳の成長期にある
子どもは、運動能力のなかでも、特に神経系の発達が期待できる。そのな
かで、少年期に最も身に付けたい運動能力は、敏捷性（素早く動くこと）、
平衡性（バランス感覚）である」という見解がある。３）
野　瀬　英　豪　・　野　瀬　清　喜
320
　柔道では攻防の際、相手の動きを見極め、技に入る動作や相手の技に素
早く反応する動作など瞬時にからだを切り替え、体のバランスを保つ動作
が必要になる。子どもたちは、その動作を繰り返すことによって、自然と
敏捷性や平衡性のトレーニングを行えるのだ。
　それだけでなく、柔道の練習はお互いに組み合って、全身を使う運動で
あるため、全身の筋力や持久力も身に付くだろう。子どもが柔道を行うこ
とは、少年期に必要な運動能力ともに基礎体力などの向上につながるので
ある。
（２）自然体（正しい姿勢）の体得
　学校現場では体力の低下だけでなく、身体能力も低下し、授業を受ける
子どもの姿勢が悪くなっているという。現に、国際日本文化センター所長
の片倉ともこ氏は、日本の生活について種々な観点から研究を行い、子ど
もの姿勢について次のような見解を述べている。
　「最近の調査によると、授業を受ける生徒の姿勢が、ぐにゃぐにゃになっ
ているとのことです。背筋をまっすぐに、ぐっと保っていられる生徒はわ
ずかで、ほとんどの学生は、せわしなく動いたり机にうつぶせになったり
しているとのことです。肉体的にもバックボーンが弱っているとの結果が
でています。それは精神的にも影響するでしょう。」４）
　こうした問題を解決するためには、柔道の基本動作である姿勢や進退動
作を身に付けることが非常に効果的である。柔道の基本動作には、全ての
技能の中核となる「自然体」という姿勢と「継ぎ足」「歩み足」を「すり
足」で行う進退動作がある。「自然体」とは、足を肩幅くらいに開き、手を
自然と腰の横辺りに下ろした姿勢のことでいう。これらは柔術発祥時代の
伝統的な姿勢や歩き方であり、重い鎧を着用しても疲労せずに効率よく動
けるための動作である。
　福島大学の中村民雄教授の論文によると、この「自然体」の体得の重要
性を次のように述べている。「武道家が武道をやれば人間形成ができると
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いうのは、自然体を体認・体得しながら、稽古に励むため、次第に中心感
覚が生まれ、他者との距離感覚や人間の理解が進むことにより、結果とし
て、自己の充実や人間形成に繋がっていくことをいっているのである。」５）
　柔道の基本動作である「自然体」の体得は子どもたちに正しい姿勢を身
に付けるさせるだけでなく、人間としての心を養うことができる。体を整
えることによっても、心にいい影響を与えるといえる。
（３）自己防衛力の習得
　「負け方から練習するのが柔道なんです。」６）この言葉は私が３歳で柔道
を初めて教わった浦和柔道センター修心塾の長谷川博之先生が仰ったもの
である。柔道練習はまず受身から行うという特徴を述べたのであろう。
　柔道の受け身は、相手に投げられて倒れた時に身体の衝撃を和らげ、安
全に倒れる方法といえる。つまり、「負け方から練習する」とは、安全に練
習する技術を養うということを意味している。これは他のスポーツにはみ
られない独特の練習である。
　子どもの運動能力や身体能力の低下については何度も前述したが、その
ひとつに、前転などの回転運動がうまくできないという問題もある。それ
は運動経験が乏しく、自分のからだをコントロールできていないことが原
因であろう。
　このような子どもは転倒したら、どのようなことになってしまうのだろ
うか。自らの身を守るよう動作を素早くとれるとはとても思えない。そこ
で、柔道を修練し、受け身の習得をすることが大切になってくる。
　柔道には、前回り受け身、前受け身、横受け身、後ろ受け身と多方向に
対応する受け身がある。柔道を修練する子どもは、これらを練習の中で身
につけ、自然と自分を守る動作を覚えていくのだ。柔道の練習は、心と体
を強くするだけでなく、自らのからだを守る術を身に付けることもできる
のである。
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（４）社会性の育成
　嘉納師範は柔道の定義を「柔道は心身の力を最も有効に使用する道であ
る。その修行は攻撃防御の練習によって身体精神を鍛錬修養し、斯道の神
髄を体得することである。そうしてこれによって己を完成し、世を補益す
るが、柔道修行の究意の目的である。」７）という言葉で表している。つまり、
柔道を行う目的とは、心身を鍛えることによって、自分の存在を知り、社
会に貢献できる人間になることなのだ。
　前章でも述べているように、現代の子どもたちは家庭や地域における教
育力の低下に伴い、身近な場所から適切な社会的行動を学ぶ機会が大幅に
減ってきている。その失われつつある子ども父たち社会性を育成する場と
しても、柔道は大いに役立つといえる。
①きまりを守る態度　
　柔道の修練では、礼法をはじめとした道場における行動の仕方を指導し
ている。それは目上の者との接し方や柔道衣の着こなし方、道場に入る際
の礼儀作法というように様々なものが挙げられる。また、そうした行動を
指導する際も単に様式のみを教えるのでなく、その意味合いも指導してい
くのだ。
　礼法の指導に関しては、まず相手を尊重し、自己を律するという気持ち
を持って行わなくてはいけないと教える。礼法には立礼や座礼があり、道
場に入る際や練習の開始時などしっかりと行うことを通じて、その全てが
意味を持っていると指導するのである。　　　
　柔道の修練において、道場での仕来りや立ち居振る舞いは、基本的な生
活習慣としてのあいさつや社会生活上のきまりを学ぶことにつながるだろ
う。つまり、柔道場は子どもたちが礼儀作法を身に付け、きまりの意義を
理解する場にもなりうるのである。
②他人を思いやる心
　柔道の練習や試合では、立技や寝技という技術の攻防において、ほとん
どが相手と組み合い、他人と体が触れ合うことの多いスポーツである。そ
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のなかで、柔道の攻防を通じて、投げたり投げられたりしながら、自分の
「痛み」を感じ、相手の「痛み」も知ることによって、子どもたちは他人を
思いやる気持ちを育てることができる。
　それは練習する相手の存在を知り、尊重することができるようになり、
嘉納師範の掲げる「自他共栄」の精神を理解することでもある。
③困難に立ち向かう力
　柔道は「相手を尊重し、自らを鍛錬する」という目的があり、自分を鍛
える教材といえる。古来、柔道の修行者は自制の精神を養うため、稽古中
の喉の渇きを我慢していたという話がある。８）　
　この行動は、科学的に理に適ったものではないが、困難に立ち向かい、
自制心を養おうとする姿が窺える。現在、少年柔道でもそうした意味合い
で寒稽古や暑中稽古など、あえて過酷な状況での練習が行われている。過
酷な状況での練習は、子どもの忍耐力を育ててくれるのである。
　筆者が行った柔道教室では、「練習で投げられてもすぐに立ち上がり、何
度も向かっていく子どもたちの姿」を目にすることがあった。投げられる
ことで悔しさを味わい、何とか投げ返したいと思う気持ちは、自然と困難
に立ち向かう姿勢を育てていくだろう。柔道の修練は、子どもに物事を我
慢する自制心だけでなく、困難に立ち向かう力を身に付させることができ
るのである。
　このように、少年柔道の指導は、子どもの成長段階において必要な運動
能力を身に付ける体育教育と、人間としての社会性を育成する道徳教育に
つながる。柔道の目指す人間教育は、体を鍛えて強くなるだけでなく、そ
れを通じて豊かな心を身に付けることなのだ。現代の子どもたちには柔道
に触れて、心と体の成長を感じ取ってほしい。
　だが、文頭にも述べているとおり、少年柔道の指導や普及においては幾
つかの問題点があるのも現実である。次章では、そうした問題点を明らか
にし、今後の少年柔道の発展について検討していきたい。
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３．少年柔道の普及に関する問題点と改善策
（１）少年柔道の現状
　最近の少子化のなかで子ども（小学生）の数は減少しているが、少年柔
道は競技人口を維持している。（表３）
　この数値は、町道場など地域の指導者による地道な指導や普及活動の成
果といえる。また、柔道のもつ教育的な効果への期待や五輪などで活躍す
る一流選手への憧れから、保護者や子どもたちが柔道を選ぶ要因となって
いるのだろう。
　しかし、少年柔道は盛んに行われる反面、スポーツ化が進行していると
いう問題を抱えている。それは、指導者や保護者だけでなく、子どもたち
まで競技志向が強まり、勝利至上主義が垣間みられるというものである。
　少年柔道の現状を調査すべく、全日本柔道連盟の教育普及委員長である
尾形敬史氏は柔道を行う子どもたちに対し、「柔道に対する意識」などにつ
いてアンケートを行っている。そのなかから、「柔道をしていて良かったと
思うこと」、「柔道をしていて嫌だと思うこと」という質問の結果に注目し
たい。（表４. ５）
　はじめに、「柔道をしていて良かったと思うこと」の質問では、“試合で
の勝利”という答えが非常に多く、勝負に勝つ喜びに競技の楽しさを感じて
いることがわかる。次いで、“友達が増えた”や“体が丈夫になった”、“体力
や筋力がついた”が続き、“礼儀が身についた”という答えも含め、前章で述
べたとおり柔道の教育的な効果が表れている。
　次に、「柔道をしていて嫌だったと思うこと」の質問では、“試合での敗
北”という答えが最も多く、やはり子どもたちの勝敗にこだわる姿勢が読み
取れる結果である。また、“痛い思いや怪我をする”といった、柔道への危
険なイメージも少なからず見受けられる。今後の少年柔道の普及におけて、
柔道の危険なイメージを失くしていくことは重要な課題である。
　少年柔道は、熱心な指導者や保護者によって支えられて、普及、発展し
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ていることは言うまでもない。しかし、そうした情熱が子ども達にマイナ
スの影響を与えてしまう可能性もある。子どもに思い入れるあまり、勝利
至上主義の指導や応援にならないようしなければいけない。あくまで少年
柔道では、教育的な意義をふまえた「心と体の育成」を目的とした指導が
大切なのである。
（２）柔道のイメージ
　前述したとおり、柔道を行うことで子どもたちは「体が丈夫になった」
や「体力や筋力がついた」という体の成長と同時に、「礼儀が身についた」、
「友達が増えた」などの心の成長を実感している。だが反対に、「投げられ
たら痛い」「大きな怪我をしそう」などの悪いイメージを抱いているのも事
実である。そのマイナスイメージから、保護者のなかには「柔道を我が子
にやらせたくはない」という意見もあるだろう。
　マイナスのイメージの要因は、柔道そのものではなく、指導者の指導法
とその環境にあるのだろう。その事例として、勝利に執着しすぎることか
ら、基本がおろそかになり受け身をしっかりとれなくなってしまうことが
挙げられる。
　近年、少年柔道では投げられそうになった時に相手にしがみついたり、
ブリッチをして受け身をとろうとしない子どもが見受けられる。投げられ
た際に、きちんと自分の身を守らずに、受け身をとらないことは大怪我に
つながる危険な行為といえる。
　指導者は、子どもたちに投げられることを恐れるのではなく、投げられ
た時にしっかり受け身をとらせることを教えなければならない。正しく受
け身を教えることは、危険なイメージを取り払い、投げられることを嫌が
らない心構えを育成し、その結果として競技力向上にもつながるといえる。
　長谷川氏は受け身の重要性について次のように述べている。「相手を思い
やる心を常に持っていれば、自然と相手の身を安全に守ることにもつなが
る。」９）つまり、柔道は正しい指導を受け、柔道の精神が養っていれば、そ
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れほど危険なスポーツではないのである。
　ここで、正しい柔道指導を実践する例として町道場のひとつを紹介して
いきたい。それは本文で幾度も取りあげた、長谷川氏の経営する「浦和柔
道センター修心塾」である。
　浦和柔道センター修心塾では、１人ひとりの門下生の性格や家庭背景な
どの理解の上に立った指導がなされ、子どもの発達に応じた稽古の工夫を
行っている。その指導理念は、子どもにとって達成目標の明快さや父母と
の信頼関係がしっかりと構成されている。　　　
　子どもの精神的・身体的発達を実によく踏まえ、かつ現代の子どもと親
たちの資質を前提とした優れた実践といえるのだろう。体罰や感情的に怒
るといったことが一切なく、それでいて各場面でのけじめはしっかりさせ、
長谷川氏の指導は子どもの心をよく理解し、わかりやすく元気が湧く言葉
掛けが多く見受けられた。
　少年柔道の普及には柔道のイメージを子どもたちにとって楽しく、保護
者にとって安心なものに変える指導現場を作ることが必要なのである。
（３）中学校柔道の衰退
　少年柔道が盛んに行われる一方で、部活動における柔道は15年ほど前か
ら中学校、高等学校ともに減少傾向にある。特に中学校柔道の衰退はかつ
てないほど困難な局面を迎えている。
　そのような状況を、柔道ルネッサンス委員会委員長の山下泰裕氏は、「実
は少年柔道、小学生の柔道はここ３、４年かなり盛んになっているんです。
町道場の指導者やスポーツ少年団の指導者が熱心に取り組んでいるおかげ
でしょう。特に、03年の大阪世界選手権、昨年（05年）のアテネ五輪で日
本選手が大活躍したこともあって、小学生たちの柔道に対する熱は上がっ
ているんですね。これは非常に歓迎すべきことなんです。ただ、小学生の
時に一生懸命柔道に取り組んでいても、中学校になると進学した中学に柔
道部がないという状況が増えている。こういう話を全国のいたる所で聞く
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ようになっています。」10）と話している。
　中学校柔道の問題は部活動だけでなく、受け皿を必要としている少年柔
道にもいずれかなりの打撃を被ることになるだろう。それは少年柔道の活
性化が中学校柔道の衰退とともに衰える危険性も含んでいるともいえる。
　ひとつに、中学校柔道の衰退の要因は、少子化に伴う部員の不足という
問題がある。少子化の進行による影響が、柔道部に限らず多くの運動部に
少なからずダメージを受けており、仕方ない要因ともいえる。
　次に中学校では、柔道の専門的な指導者が不足しているという深刻な問
題もある。他のスポーツに比べ専門性が高いため、柔道は指導が難しく、
教師に経験者がいない限り、なかなか顧問についてくれる人がいないのだ。
さらに公立中学校には、転勤制度があるため、柔道部を作っても指導者が
他校に移ったら、新しい顧問がいないことより廃部になってしまう事例も
少なくないのである。
　指導者の不足という問題に対し、各中学校・高校では、外部指導者の導
入という改善策が考えられている。専門的な技術を指導ができることや長
期的な指導ができることから、外部指導者の導入は指導者における一連の
問題の解決策として有効だろう。
　また筆者は、柔道の部活動に代わる活動拠点として、町道場の可能性にも
注目している。町道場では少年柔道から延長とした指導を行うことができ、
中学柔道の普及に大きく貢献できるのだ。少年柔道の普及および発展には、
その受け皿である中学校柔道の活性化が絶対的に必要な条件である。柔道
をやりたくてもできないという環境はなくしていかなくてはならない。
　柔道の教育的な指導は、現代の子どもが抱える問題を解決し、心も体も
たくましく育成できる方法といえる。だからこそ、競技としての柔道の発
展に努力を続けるだけでなく、少年柔道の普及・発展をより一層、図って
いく必要がある。今後も指導者のひとりとして、少年柔道の普及活動や指
導法についての考究を続けていきたい。
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Ⅳ．総括
　本研究は現代の子どもが抱える問題とその要因をとらえ、少年柔道の必
要性を提起するものである。また、柔道の指導が子どもに与える意義を明
らかにし、少年柔道の教育的な普及、更なる発展の一助となることを目的
としている。今回の考察によって得られた結果は以下の通りである。
１．子どもの運動能力・体力は、昭和60年頃から現在まで低下が続いてい
る。だが一方で、身長や体重など体格は30年前の数値を上回っている。
体格が良くなっても、それに見合った体力がないことが身体能力の低下
の低下も招いている。子どもの体力低下の問題は、「時間、空間、仲間」
という運動習慣を失ったことが要因といえる。
２．家庭や地域における教育力の低下に伴い、子どもたちは身近な場所か
ら適切な社会的行動を学ぶ機会が減り、社会性の欠如という問題を抱え
ている。そうした背景から、現代の子どもたちの体力を取り戻し、心豊
かな人間性を育成すべく教育が必要である。だからこそ、心と体を鍛
え、子どもの成長過程に適した育成ができる柔道の教育的な指導を推奨
する。
３．柔道の修練では、子どもの運動能力の向上、特に敏捷性や平行性の育
成につながる。それだけでなく、柔道の「自然体」や「受け身」といっ
た基本動作からも現代の子どもに必要な能力の習得ができる。自然体の
体得によって正しい姿勢を身に付け、受け身の練習からは自分の体を守
る術を学ぶことになる。
４．少年柔道の指導は、「きまりを守る態度」、「他人を思いやる心」、「困難
に立ち向かう力」の育成につながる。柔道の修練を行う道場は、子ども
たちが社会性を学び、豊かな人間性を身に付ける場といえる。
５．最近の少子化のなかで子ども（小学生）の数は減少しているが、少年
柔道は競技人口を維持している。しかし、少年柔道は盛んに行われる反
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面、スポーツ化が進行し、勝利至上主義という傾向にある。その傾向か
ら、受け身の指導が徹底されず、「柔道は怪我をしそう」というマイナス
イメージを招く結果となっている。
６．少年柔道の受け皿である中学校柔道は、15年ほど前から部活動が減少
し、かつてないほど衰退している。その要因は、少子化による部員不足
と専門的な指導者の不足である。少子化の進行は仕方ない一面もあるが、
指導者の不足においては外部指導者の導入や部活動に代わる活動拠点の
確保という対策が必要である。
　少年柔道の普及・発展には、競技志向に偏らない教育的な指導と中学校
　柔道の活性化が今後の課題である。
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資料
表１．身長・体重・基礎的運動能力の比較
昭和52年
男子（11歳）
平成19年
男子（11歳）
昭和52年
女子（11歳）
平成19年
女子（11歳）
身長（㎝） 142.6 145.1　（↑2.5） 144.9　 146.8　（↑1.8）
体重（㎏） 35.6 38.7　（↑3.1） 37.2 37.2　（↑1.9）
50ｍ走（秒） 8.7 8.9　（↓0.2） 8.9 9.2　（↓0.3）
ソフトボール投げ（ｍ） 35.0 30.0　（↓5.0） 20.7 17.5　（↓3.2）
表２．週３回以上、運動やスポーツを実施する子どもの割合（％）の比較
昭和52年
男子（11歳）
平成19年
男子（11歳）
昭和52年
女子（11歳）
平成19年
女子（11歳）
77.6 60.0（↓17.6） 69.1 33.9（↓35.2）
（文部科学省ホームページより作成）
表３．小学生の総人口と全柔連登録人口　過去5ヵ年の比較
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表4　柔道をしていて良かったと思うこと
事　　柄 ％ 人数
試合での勝利 73 210
相手を投げたり抑えたりする 42 122
体力や筋力がついた 43 123
体が丈夫になった 45 130
色々な技を覚えた 38 110
気持ちが強くなった 27 78
積極的になった 18 53
友達が増えた 51 146
礼儀が身に付いた 41 118
柔道衣がかっこいい 11 31
その他 0 1
表5　柔道をしていて嫌だと思うこと
事　　柄 ％ 人数
試合での敗北 61 176
相手を投げられたり抑えられたりする 33 95
痛い思いや怪我をする 30 87
練習がつらい 26 75
練習で怒られる 20 57
勉強時間が足りない 10 30
遊ぶ時間が足りない 16 30
寝る時間が足りない 14 40
礼儀が身に付いた 1 40
柔道衣がかっこいい 1 4
その他 1 3
※調査対象　小学校5、6年生185名、及び小学生期から継続して柔道を行って
いて柔道部に在籍する中学1、2年生105名
※調査結果　複数回答可
（月間「武道」2009. ４より引用）
